
今
か
ら
二
三
〇
〇
年
以
上
前
、
紀
元
前
五

世
紀
の
初
め
か
ら
秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を

統
一
す
る
ま
で
の
紀
元
前
二
二
一
年
ま
で

を
、
中
国
史
で
は
「
戦
国
時
代
」
と
呼
び
ま

す
。
そ
れ
ま
で
中
国
を
支
配
し
て
い
た
周
、

晋
な
ど
の
国
が
弱
体
化
し
、
群
雄
割
拠
す
る

戦
国
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
や
が
て
、
戦

国
七
雄
と
称
さ
れ
た
韓
、
趙
、
魏
、
楚
、
燕
、

斉
、
秦
が
興
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
君
主
が
「
王
」

を
名
乗
っ
た
戦
国
時
代
の
末
期
、
韓
の
国
に

「
韓
非
」
と
い
う
思
想
家
が
い
ま
し
た
。
韓

非
は
、
人
間
は
生
来
悪
で
あ
る
と
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
性
悪
説
」
を
思
想
の
根
本
に
お
き
、

国
を
抑
え
る
に
は
「
法
」
に
よ
る
べ
し
な
ど
、

王
た
る
も
の
の
天
下
統
一
の
た
め
の
心
得

を
書
物
「
韓
非
子
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

の
韓
非
の
思
想
を
、
当
時
の
秦
の
王
政
（
後

の
始
皇
帝
）
が
認
め
、
自
国
に
呼
び
寄
せ
て

重
用
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
才
能
を
嫉

妬
し
た
大
臣
等
の
讒ざ

ん
げ
ん言
に
よ
っ
て
、
失
脚
し

非
業
の
死
を
遂
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

韓
非
の
思
想
書
、「
韓
非
子
」
は
、
今
に

残
り
ま
す
が
、「
韓
非
子
」
か
ら
出
た
言
葉

で
、
今
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
の
が
「
矛

盾
」
と
い
う
言
葉
で
す
。「
矛
盾
」
と
は
、

物
事
の
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
こ
と
を
い

い
ま
す
。
漢
字
で
言
え
ば
、「
矛ほ

こ

（
剣
）」
と

「
盾た

て

」
で
す
が
、
そ
の
語
源
と
し
て
「
韓
非

子
」
に
は
次
の
よ
う
な
有
名
な
お
話
が
で
て

き
ま
す
。

『
楚
の
国
に
、
盾
と
矛
と
を
売
っ
て
い
る

人
が
い
た
。
そ
の
人
が
、
ま
ず
、
商
品
の
盾

を
ほ
め
て
、「
こ
の
盾
は
大
変
固
く
て
、
こ

れ
を
突
き
通
す
こ
と
の
で
き
る
矛
は
な
い
」

と
、
自
慢
し
た
。
次
に
、
商
品
の
矛
を
ほ
め

て
、「
こ
の
矛
は
と
て
も
鋭
く
て
、
こ
の
矛

が
突
き
通
せ
な
い
盾
は
な
い
」
と
自
慢
し

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
あ
る
人
が
、「
で
は
こ

の
矛
で
、
こ
の
盾
を
つ
い
た
ら
ど
う
な
る
の

か
」
と
た
ず
ね
た
。
商
人
は
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。』

話
は
、
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
が
、
六
月

二
十
六
日
、
通
常
国
会
で
、
民
自
公
、
三
党

の
合
意
の
も
と
、
消
費
税
法
案
が
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
逼
迫
す
る
社
会
保
障

財
政
を
立
て
直
す
た
め
に
、
消
費
税
の
引
き

上
げ
を
国
民
の
皆
様
に
お
願
い
す
る
こ
と

を
中
心
と
し
た
法
案
で
す
が
、
こ
の
法
案
を

巡
っ
て
与
党
民
主
党
内
が
大
混
乱
、
七
十
人

も
の
民
主
党
議
員
が
造
反
、
反
対
票
を
投
じ

ま
し
た
。
反
対
の
理
由
は
「
民
主
党
が
政

権
を
取
っ
た
平
成
十
九
年
の
衆
院
選
で
は
、

「
消
費
税
引
き
上
げ
は
や
ら
な
い
」
と
言
っ

て
い
た
は
ず
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
意

味
で
は
、
筋
違
い
な
理
由
で
は
な
い
の
で

す
が
、
そ
も
そ
も
民
主
党
が
衆
院
選
で
掲

げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
そ
の
も
の
が
、
い
ざ

政
権
に
就
い
た
ら
、
実
は
「
実
現
不
可
能
」

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
露
呈
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、今
回
の
与
党
民
主
党
の
混
乱
、

分
裂
に
対
し
、
マ
ス
コ
ミ
各
紙
は
、「
政
党

の
体
を
な
し
て
い
な
い
」、「
民
主
党
の
歴
史

的
役
割
は
終
わ
っ
た
」
な
ど
と
厳
し
い
社
説

を
掲
載
し
ま
し
た
。
中
で
も
毎
日
新
聞
が
、

次
の
よ
う
に
「
韓
非
子
」
か
ら
「
犬
馬
は
難

く
、
鬼き

み魅
は
易
し
」
と
い
う
説
話
を
引
用
し

て
酷
評
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な

お
話
で
す
。

「
あ
る
時
、
王
が
絵
の
名
人
に
、
描
く
の

が
最
も
難
し
い
も
の
は
何
か
、
と
た
ず
ね

た
。
す
る
と
、絵
描
き
は
、“
犬
と
か
馬
で
す
”

と
答
え
た
。
で
は
最
も
楽
な
も
の
は
何
か
、

と
た
ず
ね
る
と
、
鬼き

み魅
（
化
け
物
の
こ
と
）

で
す
、
と
答
え
た
。
な
ぜ
か
、
と
問
う
と
、

犬
や
馬
は
誰
も
が
見
慣
れ
て
い
て
ウ
ソ
が

す
ぐ
ば
れ
ま
す
、
し
か
し
、
鬼
魅
（
化
け
物
）

は
誰
も
見
た
こ
と
が
な
く
、
ど
ん
な
ふ
う
に

も
描
け
ま
す
、
と
答
え
た
」

政
治
家
の
国
民
と
の
約
束
が
、「
矛
盾
」

に
満
ち
、「
鬼
魅
」（
化
け
物
の
よ
う
な
絵
空

事
）
に
な
っ
た
ら
、
政
治
は
終
わ
り
で
す
。

日
本
再
生
の
た
め
、
政
治
の
再
出
発
が
必
要

で
す
。

参
議
院
議
員

客
員
相
談
役

藤
井
基
之

犬
馬
は
難
く
、
鬼き

み魅
は
易
し
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　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　2 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心し
て暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿
社会を創るために何が必要か、を政治活動の根
底においています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして
明日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全
確保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、
薬事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法
改正、国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員（１期目）
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問
平成 22 年　参議院議員（２期目）
平成 23 年　参議院政府開発援助等に関する
　　　　　　特別委員会 委員長

●その他
慶應義塾大学薬学部　客員教授
昭和大学薬学部　　　客員教授
東邦大学薬学部　　　客員教授
新潟薬科大学　　　　客員教授
京都薬科大学　　　　客員教授
近畿大学薬学部　　　客員教授
千葉大学薬学部　　　非常勤講師
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